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　日本三大秘境の一つとも称される祖谷地方。この地に伝わる「西祖谷の神代踊」は，
旧暦６月25日，西祖谷の善徳天満宮にて奉納される伝統的な踊りです。
　古くは，美しい笠をかぶり，太鼓を叩いて踊ることから笠踊とも太鼓踊とも呼ばれて
いました。神代踊という名称が使われるようになったのは，1922（大正11）年に皇太子（の
ちの昭和天皇）が西祖谷に行啓された際，歓迎式典でこの踊りが披露された頃からと言
われています。1976（昭和51）年には，国の重要無形民俗文化財に指定されています。
　善徳天満宮の祭神は菅原道真公であり，農業を生業としてきた祖谷地方の人々にとっ
て，豊作を祈る雨乞い祈願は切実な願いでした。五穀豊

ほう

穣
じょう

を願うこの踊りは，力強い太
鼓の音と，独特の動きが特徴で，太鼓打ち，棒振り，踊り子など全部で14もの役がある
ため，多くの人手を必要とします。
　20年ほど前には少子高齢化に伴い，担い手となる役者不足が深刻化し，存続の危機に
直面しました。そこで立ち上がったのが地元小学校でした。地域に根差した「ふるさと
学習」として神代踊の継承に取り組み，子どもたちが積極的に参加するようになりまし
た。その結果，現在では昔ながらのにぎわいを取り戻し，毎年盛大に奉納されています。
　神代踊は，祖谷の人々の信仰心と，地域が一体となって文化を守り伝える絆の象徴と
して，未来へと受け継がれています。
� （写真：三好市　文：三好市教育委員会社会教育課　　宮田　健一）

表紙写真説明：シリーズ農村の伝統祭事
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（徳島県　三好市）


